
オープンソース半導体系
AIプロジェクトと可能性

ISHI会：今村謙之

https://ishi-kai.org/

Mail: info@ishi-kai.org

電子情報通信学会 総合大会 2026

https://ishi-kai.org/
https://ishi-kai.org/
https://ishi-kai.org/
mailto:info@ishi-kai.org
mailto:info@ishi-kai.org
mailto:info@ishi-kai.org
mailto:info@ishi-kai.org


アジェンダ

• オープンソース系AIプロジェクト

• ロジック（デジタル）系

• アナログ系

• 今後の展望と可能性



ロジック系
AIプロジェクト



PULP(Parallel 
Ultra-Low Power)

• ETH（チューリッヒ連邦
工科大学）とボローニャ
大学が共同で進めている
「超低消費電力・高効
率・オープンソース
RISC-V SoC プラット
フォーム」で、IoT・エッ
ジAI・組込み用途向けに
最適化されたマルチコア
アーキテクチャ

https://pulp-platform.org/
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AIコンパイラ「Deeploy」

• 「極低電力デバイスで最新のAIを動かす」ための次世代コンパイラ

従来のコンパイラが主に画像認識（CNN）を対象としていたのに対し、DeeployはTransformerや小規模言語モデル
（SLM）を、バッテリー駆動の小さなチップで実行することに特化

https://pulp-platform.github.io/Deeploy/
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AIアクセラレータチップ

• Kraken

• RISC-Vコアと、AI専用のハードウェア拡張（HWPE）を多数搭載するプロ
ジェクト

• Siracusa / Vega

• 電圧を極限まで下げて動作させる「ニアスレッショルド駆動」とAIアクセラ
レータを組み合わせたプロジェクト

• Astral

• 「極限環境（特に宇宙空間）」でのAI処理と、最新の「生成AIエッジ推論」
の両立を目指した、2026年現在のプロジェクト



オープンなチップ
http://asic.ethz.ch/2024/Basilisk.html
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AI Foundry

• Roman Shaposhnik氏ら
によって2023年に立ち上
げられた「完全オープン
ソースのAIハードウェア
／ソフトウェア統合基
盤」で、シリコン
（RTL）から推論サーバ
までをモジュール化し、
コミュニティ主導で構築
することを目的とした新
しい AI インフラストラク
チャー

https://aifoundry.org/
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AIアクセラレータチップ（？）
リポジトリなし



LLM
https://github.com/aifoundry-org/llama.cpp/
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チップAI生成

• Chip-Chat (NYU)

• https://arxiv.org/abs/2305.13243

• https://github.com/MJoergen/ChipChatData

• VeriGen: A Large Language Model for Verilog Code Generation

• https://arxiv.org/abs/2308.00708

• https://github.com/shailja-thakur/VGen
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ロジック系まとめ

• AIチップを作るほうが主流

• まだ、製作途中

• まだ、オープン化されていない



アナログ系
AIプロジェクト



ALIGN (Analog 
Layout, 

Intelligently 
Generated from 

Netlists)

DARPA IDEAプロジェクト発の
オープンソース自動アナログ

レイアウト生成ツール

https://align-analoglayout.github.io/ALIGN-public/
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OpenFASoC
(Open-Source 

Fully Autonomous 
SoC)

ミシガン大学の研究チームが主導する
アナログおよびミックスドシグナル回路
の設計を「完全に自動化」することを
目指すオープンソース・プロジェクト

https://openfasoc.readthedocs.io/
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IEEE SSCS Chipathon

• IEEE SSCS（Solid-State Circuits Society）が主催する “オープンソース IC 設計ハッカソン” で、
GF180MCU などのオープン PDK を使い、世界中の参加者がチームでアナログ／デジタル回路
を設計し、最終的にテープアウトまで進める教育・実践イベント

• テーマ

• 2024: "Automating Analog Layout"
• OpenFASoC/Glayoutを用いたプログラミングによるレイアウト自動生成

• 設計対象: カレントミラー、演算増幅器（Op-amp）、電圧リファレンスなどの基本アナログブロック

• 2025: "Blocks & Bots: An Open Chip Playground augmented with LLMs"
• MOSbius-style Chips: アナログ版FPGAのような、プログラム可能なアナログ・ファブリック・チップの設計

• LLM-driven Digital Building Blocks: LLM（ChatGPT等）を用いたプロンプトエンジニアリングにより、デジタル回路（Verilog等）を自動生成・
検証するフローの構築

• AI/LLM Enhanced Analog Automation: GLayoutを活用し、自然言語による指示からアナログレイアウトを生成する技術の高度化



土谷先生の呼びかけに
より日本チームを結成

Chipathon2023



Chipathon2023
成果

• BGR+CSグループ
•土谷先生とハンドルネーム：Yamada3氏

• PLLグループ
•慶應大学のM1森さんと私

•ADCグループ
•久保木先生をリーダとしたCS系学部生やハードウェア系企業に勤
める若手4名

•現在ステータス
•チップの製造完了



Chipathon2024

• 目標
• Fifty-NiftyをベースにAIによる自動
生成を行う

• チーム構成
• 2～3名の小規模チーム

• 日本チーム：2チーム
• DAC：SaltyChipチーム

• LNA：ISHI-Kai LNAチーム



Chipathon2024：
SaltyChipチーム

• 状況
• ほぼ実装が完了し、LVSフェーズ



アナログ系まとめ

• Chipathonのエコシステムを中心にサーベイすると良い
• ぜひ、Chipathonに参加しましょう！



今後の展望と可能性



OpenTITAN

• 2019年11月にGoogle社が主導し、
非営利組織「lowRISC」が管理す
る、世界初の「完全に透明なセ
キュリティ・チップ（Root of 
Trust: RoT）」を作るオープン
ソース・プロジェクト

• 2026年現在、単なる研究段階
を終え、Google社の
Chromebookやデータセンター
用サーバー、さらには次世代AI
チップのセキュリティ基盤とし
て商用利用が本格化

https://opentitan.org/
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Chipalooza

• eFabless社が中心となり実施した
「オープンソースのアナログIPエコシ
ステムを爆発的に増やすためのコンテ
スト・イベント」

• 1回目のテープアウトまでは実施
された

• ChipFoundry.ioが引き継いでいる

https://github.com/efabless/chipignite-
resources/blob/main/design-ip.md
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今後の展望と可能性

• コードや回路図，レイアウトが公開され，利用することが可能

• AIの進化に必要なものの一つである学習用のデータとして利用可能

• AI Foundryのように公開されているLLMやツールチェーンを自プロ
ジェクトと連携することが可能

• 半導体にかかわっていない人の参入が期待できる
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